
紀伊水道域のミツエソ5α顔4αε1・昭伽について幹

高　　　尾　　　亀　　　次

　この水域で漁獲されるマエソ属の中では，最も量的にも多く，試験操業では，マエソ属漁獲量の内，年聞

を通じてはPそのト60％，内域だけに限れば，その約77％，冬期1～5月には約94％を占めるo季節的移動

は，ホシエソ8αツ漁？鷹伽g罵漉8程に著しい様には見えず，年間を通じて各水域で漁獲されるが，Abmd－

anceの最大の水威が，外域に出たことはなかったo

　先づこの様子を，試験操業に於ける曳網当り漁獲尾数（第一表），及ひ体長組成（第一図）によって辿るこ

とにする。後述の鱗による年令査定で推定された年級を示してある。
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　1951年ア月：各水域共，49年級が主で体長モードは250η襯前後で外域で僅か大きいQ48年級は3！0～320瀦麗，

47年級は350鵬肌前後にモードを示した○

　！951年9月＝大阪湾に最も多く，モード140～！59〃zηの50年級が主で播磨難では200～210肌㎜の49年級も見

られ，30隔聡前後の高年群も稀に認めている。この高年群は水道及び外域にも少数漁獲されている。

　1951年I　l月：この月には，先づ播磨難で51年級が始めて漁獲登れ体長は約100η槻であるQこの水域では，

年聞を通じて最も多く，叉この月では他水域よりも多いが，その主群は50年級で，モードは約200椛mになっ

ている・大阪湾，水道でも同様の50年級が見られ・水道，外域では49年級・48年級も漁獲声れているo

　l952甲！月：播磨難では！1月より幾分少くなリシ他の水域では増加しているo播磨難では130～140肌mに

モードを示す51年級と，170～180侃襯にモードを示す50年級が主であるが，大阪湾では，殆ど50年級であるo

この50年級は，I　l月にこの水域で漁獲された50年級よりむしろ小さくなっているる永道でも51年級と50年級

が見られるが，モード200肌窺前後の50年級が主で，この月播磨難・大阪湾に見られる同年級と比べて，モー
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ドで約2砺鵬大きいことが注目されるQこの傾斜はホ

シエソにも見られているQ外域では5！年級，50年級

は少く，49年級，48年級の割合が大きくなっているO

　I952一箒3P月：播磨難では著しく減少し，大阪湾，

特に水道では，最大になるQ学の月に51年級はモー

ド140～150㈱を示し大阪湾の50年級はモード170～

18％η轟紀伊水道では180～20り舵㎜に達しているQ外
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域の50年級は，モード210～220η轟㎜になっているo

　l952年5月＝この月は，3月の冬の分布状態から急に夏型の分布を示すo播磨灘では50年級群が著しく増

し，49年級及びより以上の高年群も見られるQ大阪湾，水道ではむしろ減少し，主に50年級である・

　1952羊6月＝この月は5月と殆ど同じであるが，和歌1⊥1外城で50年級が多くなっている。

　1952年7月；全域を通じて50年級が主となり，播磐難で190～200肌％大阪湾で220～230肌ηB，水道で220

～2ε0ノη冊，和歌山外域で230～240瀦㎜と，外域程モードは大きくなっている。徳島外域は5月以来少ないo

年間を通じて，ここに明らかなことは，50年級が卓越していることである○この正才群に比して，0才はII

月以後入網を見るが，その量は極めて少いo普通ここに漁具の選択力を予想するが，混獲され，体型にそう

相違のないホシエソの体長組成から・これが漁具の選択力に由来している様には考えられないQ寧ろ試験操

業の深度範囲とも絡んで，ミツエソの生熊に基くものと、思われる。叉6月に，和歌山外城で50年級が多いの

が・水道及び徳島外域と比して目立っている。
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年令　査定
　調査期間中に精密測定されたミヅエソは約4，870

尾に及ぶが，其中次のものに就て鱗によって年令を

調べたQ

1951年7月

　　　9月
　　　ロ月

1952年3月

　　　5月

　　　6月
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46尾
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20尾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　年令査定

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　この魚櫨の鱗も大体よくホシエソの．鱗に似ている

が　体長との相対的大きさではやや小さい。ホシエソの場合と同様の方法で処理し，叉測定を行った。

1】r輪差交と年・輪

　輪紋の特徴はホシエソのそれと良く似ており測定に当っては明らかに輪絞と判断されるもののみを取った

その度数分布を、1－1・1図に求めたが，それによるとモードは大体45～50㎜皿，6う～ア0偽㎜，90～95m㎜の所

に見られるが余り明瞭とは云えない。

　次に同じ資料について（R－r）の度数分布を作ると1－1。2図を得るが5月，6月及びlI月には鱗縁から

極く近くに．輪紋が形成されていると云えようQ

　l－1．3図は（R－rn）＜rO〃既の個体の出現率であるが，之に依ると3月は0％であり叉ア月とll月の間

にも谷がある所からここで測定した輪紋は4－5月頃と10月頃に形成されると考えられる。形成時期と考え

られる両時期はどちらをとっても間題はないが，老、こでは便宣上4丹に形戒されるものを年輪としたQ之に依

り5・6・7月に輪縁から10船肌以内の所に見られる輪紋を年輪として其度分布を1－1。4図に求めるとそのモ

ードは42麗m－43η肌66－68濡m93～95㎜m及びl　I馳禍位に見あれる。今42協漉のものを初年輸とナるとその形成

時である4月，5月には188～200備㎜となり約一年でこの体長に達する事になる・一年間でのこの成長速度

は一寸考えられないので次の如き方法を試みたo
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　今迄の試料はmarginからrO瀦㎜以内と15η轟㎜以内に入る個体だけをとっており，外側の輪1が不明瞭でも叉lO

～15mm以外の試料でも内部に輪が存在していると，思はれる様な個体が多かったo故に外側の輪が不明瞭又

は旧汀m～15鵬鵜以外のものでも内部の輪と、懸はれる個体を棄即する事は出来ないと考えられるので次に上記

モードの値の前後に5”轟恥の範囲をとり此の中に入る輪紋測定値を夫々年輪として先に鱗縁に出現ゼた輪紋

で年輪ときめたものと合せて度数分布を求めると1－1・5図を得る。この図をみるとr1はFocusから31㎜㎜

一35脚πにありr2は67～69㎜η＾γ3は94肌㎜γ4はII5舵肌にある。
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第1－1，5図年輪（r）の度数分布より
　　　　　　　ri～rnを求めた

5

5

鞠一．＿L』
5ρ　　’▼｝w80　　10σ”O　l30

ぞa

5

12体畏と鱗長との関係

　この年令査定の際輪紋は必ずしも総ての鱗から測定出来

なかったが鱗長（R）は全個体から求めたoそれをプロ

ットしたのが1－2．1図であるo之をみてはっきり判る豪は

6♀が明瞭に分離し，9より♂の方が同一体長の場合は鱗

長が常に大きく又高年魚になるに従って鱗長の増加は体長

の増加より緩漫になると云う現象がある様に考えられたが

体長と鱗長が大体直線的であるとして一次式に依り求め

たo

　此れに使った試料数は♂137991個体であるo之に依り

次の様に求められたo

5ρ

r2

100
　　　｛　　　　♂　　1、＝＝2．496R十　24．5

　　　　♀　　　1、＝27365R十62949

　求めたR－1、関係式を用いて先に述ぺた如く年輪ど考えe

られる輪紋の度数分布1－1・5図のr1，r2，r3，r4の各々の

平均値を出し計算体畏を求あると次の様になるo雌雄によ

って輪径に余り差を認められず，輪決定は，両者を一緒に

して行ったので，同一の平均輪径を用いたo

r1

5D loo

r2

r3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r4
　　　　rτ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上の結果を要約し又問題点として今後究明しなければ

5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ならない事を揚げて見ようo年輪半径の度数分布のモード

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カ・ら第一輪40濡鵬，第二輪66－68η五㎜，第三輪90－95拠㎜と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し，それによって年令査定を行うと51年級群と云う事にな

　　　50　　　　　　　仰　　　　’30　　り満一年で体長18e㎜勲に達する事となり一才以上の群の年

間体長増加が約50船η五である点から見ると幾分過大の様に思われる。一方9月の大阪湾で漁獲された体長130

－170痂の群では既に4－5月頃形成されたと思われる輪紋を認められるしそのモードは32海η轟であるo之

に依ると輪紋形成時の謝算体長は120佛η轟～140融π叱なるo之は先のH月の例から推定された年間増加量に比

べれぱ巴才以上の年間体長増加量から云ってもより正しい値と思われるoかくして先の5月，6月，7月，

及びI　I月，3月の資料によって輪紋査定を行った場合は見落されたものと思われるo之は輪紋査定の際5

月，6月，7月は鱗縁から10鵬㎜以内に叉r　I月，3月には外がら2番目の鱗を取ったがその際1才群が測定

の対照にならなかったためにこの結果になったものと思われるo

　以上の考察から年輪モードは第一輪32鵬η，第二輪66～68規m，第三輪90－95㎜鵜第四輪がl　I5m㎜を取る

べきであると考えるo

　次に年令査定で産卵記号については考えられなかったが高年魚では産卵記号と思われるものも見られるか

ら高年魚の場合は当然この点も考慮すべきであろうo

　叉δ，♀に依り明らかに体長と鱗長との関係で見られる様に異っているo従って成長についても異ってい

ると考えられるが試料の不足に依り今後の問題にするo
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　精密測定標本の中から，月別に｝レ次の様に個体を抽出し，重量法によって，抱卵数の推定及び万能投影器

20倍による卵径分布の測定を行った。

　　【952年1月　　　　　　　　2尾

　　　ケ　3月　　　12尾
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　　1952年5月　　　　ゆ尾

　　　〃　6月　　　24尾

　　　μ　7月　　　　13尾

　先づ坦回径分布を見ると（第3一

『・2図），グチ類と異って，明瞭

なモードを一つ示しているo卵径

の増大に伴って・卵径範囲も拡が

り，完熟していると考えられる透

明卵は，卵径18120位から認めら

れるo

　抱卵数は，第3一L3表7月に

放卵直後と見倣される数個体を除

いて殆ど変りがない様である05

月，6月に抱卵数が多いと考えら

れる個体も，若干あるが，試料の

少いため，成熟期に入って，可視

範囲に卵が増大し，見掛上抱卵数

が増大するかどうかにつ硲て明ら

かではないo卵径分布から云え

ば，そうならないという予想も出

来る様であるが今後に残すことに

するo同様に，体長，体：重との関

連もy余りはっきりとは云え1な

いo何れにしても，この魚種の場

第3－1，2図犯52年1月バ7月（卵径度数分布）

一∠f＼一、

成熟期に入っていることは，明ら1［　　　　ド　　　　　　IO　　　　　　15　　　、　　帥

かにし得るであろう。これらの点から，産卵については，ここに調べた個体から大凡推測するに止らざるを

得ないが，放卵は，体長200肌η盈位でもすると考えられ，徐汝に続けてか，或は一度に，放卵する様に，思われ

るQ又その水域は，和歌山外域を含めて，紀伊水道・大阪湾・播磨難と思われるo時期は5月～7月で16

。7月が盛期と思われるo叉先に6月に幾分突然50年級即ちπ才群が和歌山外域に出現することを指摘した

が，7月この水城で，この年級群で放卵直後で抱卵数が減少し，旦残存卵径の十分大きい個体を見ること

から，この群も或程度薦卵するものと考えられる。この様に亜才群から産卵づるものと推定されるが，試料

の不足から，群成熟度犀ついてば現在何も云えないo

　この和歌山外域の50年級については，、生態的に幾分異る群ではないかと予想されるが，meristic　cou賦や

肥満度等には，他の50年級と異ってはいない。

　最後に資源部長福田茸官の終始懇篤なる指遵と適切なる指示をいただき，心から感謝の意を表するもので

あるo又種たの検討と討議をしていただいた林・多々良・川瀬・山口各技官に謝意を表す。

　参考玄献　　水産資源学　　相川　広秋

　　　　　　支那東海黄海の底曳網漁業と其資料　　笠原　　晃

　　　　　　東海黄海底魚資源調査研究誌刀b．1
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個体

、O

P

G

L

J
K

H
B

C

M
I

F

A

E

第3－13表（1）

1952・r月

漁　場

外域（徳島）

　ゲト

　『952．3月

大阪湾
　　〃

　　ケ

紀伊水道

　　ケ

　　〃

　　グ

外域（徳島）

　　〃

外域（和歌山）

　　〃

　　〃

上表の続き

個体』漁　場

O

P

G

L

J
K
H
B

C

M
I

F

A

E

外域（徳島）

　〃

　1952．3月

大阪湾
　　ケ

　　〃

紀伊水道

　　〃

　　ケ

　　グ

外械（徳島）

　　ゲ

外械（和歌山）

　　〃

　　ゲ

月　日

1月19日

　ケ

3月r6日

　〃

　ケ

3月9日

　ケ

　ケ

3月10日

3月13日

　ケ

3月め日

　ゲ

．伊

F．、L

伽㎜）

392

314

288

282

333

232

329

356－

3H

312

324

322

296

314

B．W
Cgパ）

490

261

G．W
ωブ）

5．0

2．6

203。0　　2。O

l90．0　　2．0

3『2．0　　3．5

『04・0、0・8

309．0　　3。7

427．0　　6．2

295．0　　4．9

269．0　　2．7

288．0・3．2

277．0　　4．0

225．0　　5曹0

234．0　　2．7

抱卵数

　（粒）

137，775

80735

37。724

65091
　，

52，500

28762

687239

75020

48，867

73，i82

56，153

77，5601

74，5691

89，701

卵 径

蔽・
㎜η轟

2 3禍m㎜lm㎜臨v㎜

51213

1
『51129

1

4

『9

3

」
」
」
」
［。1

43

71

34

127

6

96

24

『7

ig3

173

180

144

92

149

14

155

154

『75

21

5

0

6

18　＿

『3　＿

48　1

3　＿

59　1
131　16

41「145

9　－

29　－

63　2
40

7

60 3

218　50

m7舳

9

16

月　日

！月ig日

　〃

3月16日

　〃

　ケ

3月9日

　伊

　〃

3月10日

3別3日

　ケ

3月15日

　〃

　ケ

卵 径
鵬㎜？η囲呪ηiη～四

10 Ii i2 13
呪㎜　？几㎜　7丑？η

14　15　【6
鵬㎜1幌m η副鵬㎜

17　　18　　19　　20
mηあ

η西？η，η？7”η？η一η轟？祖

21　22　23　24　25・
η葛η

26
鴻窺
27一

一71一



4

第3一ユ3表（2）

　P52・5月

個体

B

L
Ii

K
JF

H・

D

C

F

A

B

M
E

漁』場

播磨灘
　　〃

で　一．ノ、

大．阪，湾

　　ク

　　グ

紀伊．水道

　、〃

　　〃

　　ク．

　　ク

外域（和歌山）

　　〃

月　日

5月17日

　〃

5月18日

5別暗
　〃

　〃

5月14日

　，ケ

　〃　，

5月21日

　”　．

5別伯
一〃．、

F．L
（鵬m）

B．W
（gr）

282　　210．0

228　　102．0

227．　．108．0

202，　，　82。0

230　ル　99。0

2与1，　149．0

255，臨141．0

．310　、272．0

．238、　、122．O

l98．　　77。0

ヨ05．．25臥0

352．．　508．0

、360　．479．0

　　1

欄響
7．5

2．1

4。0

4．0

5．0

6。3

8．O

lO．5

16．5

13。3

13．8

45．0

33。0

6き158

29013
　，

33345

49，167

39126

64，234

83，139

69，696

65）342

101，769

213，3qo

l82，325

卵．

彿lm
2

，九，η

3
四7吻

4
㎜㎜
5

勉㎜

6

径，

mηT・ト鵜η石

7　8

　　　7

641口　47

、』㍗』24

＿　＿　 9

＿＿1ナ

ーP一　、4

＿・55」

F擁η轟

9

44

7

92

．■27

57

19

40

、165

11

　1

上表の続き

個体

B

L

I

K

J

H
D

C

F

A

B

瀕

E

漁、場

播磨灘
　　〃

　　〃

大阪湾
　　〃

　　ケ

紀伊水道

　　グ

　　〃

　　〃

　　ぴ

外域（和歌山）

　　ケ

月　日

5月17日

　ケ

5月旧日

5月19日

　〃

　〃

5月i4日

　〃

　〃

5月2旧

　〃

5月14日

　〃

卵 径

m7η
10

69

103

65

53

49

52

34

2

84

3

6

m7n
ll

25

18

39

20

76

57

6

25

6

146

34

37

皿規7昂㎜1？冷η轟

12

6

3

2

40

27

83

35

58

72

133

13

2

1

6

2

80

71

8

69

91

14

31

107

㎜？袖7m踏1？7静賜
15

14

16

26　1

13　2

16 17

2

4 2

η？7あ

18
η喜㎜　7昂柵

19　20
m備η轟㎜『㎜㎜

2【22122
那満24 卯即

125

一72一



第3－13表（3）

　1952。6月

個体漁　場』

A
B
C
D
E
F
G
1く

L
M
N
O
H

．ゴI

V
W
Q
R
S
v
X
Y
Z
Z’

播磨灘ケ

ヴ

伊

グ

ヴ

ケ

大阪湾ケ

〃

ケ

ケ

紀伊水道
　　ケ
　　ケ
　　〃

外域（徳島）

　ゲ
　グ

外域（和歌山）
4
ぴ

伊

グ

月日

6月20日
ケ

〃

〃

グ

ケ

ケ

6月19日
伊

ケ

グ

伊

6月16日
6月18日
6月16日
6月18日

6月15日

　ケ
　ケ

6月18日
グ

伊

ゲ

ゲ

F．1、

206
！92

214
193

234
246
220

224
214
253
239
342

225
236
389
2尋2

240
239
411

242
238
250
249
250

B．W・

（
、
〃

7）

71．0
67．0
75。0
54．0

『09．0

『10．0

89．0

125．O

lI2．O

l45．O

l61．0

299．0

102。O

I25．0

593．O
l64．0

136．0
！33。0

618．0

！49．O

I35。O

I75．O

I48．O

I27。0

，C．W

　（1ダ7二）

6。7

4。2

4．7

6．5

7．7

5．6

8．5

13．7
9。8

7．0

26．6
15．0

8．7

18．0

41．0
22．0

18．5
13．7

53．2

24。5
11．2
23．9
19．2
4．9

卵 径

抱1雛磁雛・

30，865

44，143

47，297

60，193

61，7ア3

55，385

8つ，337

59，744

43β44
112，161

85，359

96，898

72，126
2047709
115，817

79，582

91，928

284，519

99，225

70蟄587
707768
85，297

52β81

珊㎜『，ア鵬 ，7酷1”～ワ丑1？’醐η喜｝，吾’肋五醐馳

2 3 4 5 6 7　8

12

12

3

56

9

b

37

14

4

9

1

32

上表の続き

　［

個体1漁　場

A
B
C
D
E
F
G
K
I’

M
N
O
H
I
V
W
Q、

R
S
V
Xl

Y
Z
Zμ

播磨灘
　　伊
　　伊
　　ケ
　　伊
　　伊
　　ゲ

大阪湾伊

ゲ

ケ

ケ

紀伊水道
　グ
　　伊

　グ
外域（徳島）

　伊
　伊

外域（和歌山）
グ

伊

伊

〃

月

卵 径

　のリル日ilO

6月20日

　グ
　ゲ
　ヴ
　ヴ
　ケ
　伊

6月19日
グ

ケ

伊

グ

6月16日
6月18日
6月16日
6月r8日

6月め日

　グ
　グ

6月18日
伊

伊

ケ

ゲ

ηらη轟1？7z肌呪洲㎜澗
lI

28

6
7

77

2

3
55

15

22
18

20

2　2012145
32151

1　8
221
　1

221

＿I

　F
51

55

50

12

1ア

　1714159

7
21

2
2
i
9

1［

42
28

7
13

12

9
フ4

34
54
2

75

39
89
21

i3

73

77

13

15

9

65
30

33

99
13

2
29
10

14

51

ア6・

411
131

39

58　24
102　！7

23　18
53128
89　29
16　13
28　30

賜η轟

15

35！

4

14

5

22

17

1

64

3

5
5

30

4
3

18

6
13

6
25

14

1

2

4
7

1野1磐1欝隈㌍

4

「一
ri－II一

蕾瞬1

19　63
21＿
アll

2

2
7

39

…
51

13i

1

22

7

鴨一ηら　？’轟1〃轟　？n肌

21　22　 23

Il

＿1

－1

「
一
1

－
I

ll

「
三

18
8　15

II Ii 8

1肌「欄

24
1η画’π

25

一75一



第3－13表（4）

　r952。7月

個体 漁　場

J　播磨灘
K・　　4

1　　　グ

B　　　　’〆

G糸己伊’水道

C　　　ヴ

1．　　　ケ

D　　　　ケ

E　　　　伊

M外域（和歌山）

H　　　　ケ

A　　　　グ

F　　　　ケ

月　日

7邦21日

　ケ

　ゲ

7月20日

7月12日

　グ

　ケ

7月16日

　伊

7月17日

　ゲ

　4

　伊

F．L

（m㎜）

314

326

254

220

254

253

318

257

238

259

363

234

252

B．W
（9r）

GIW
（gr）

348．0

327．O

l60．0

90．O

I50。0

『47．0

266．O

l64．O

U6、O

I40．0

370．O

Il7．O

l35．0

3『。0

32。8

14．4

3．！

7。O

I6．5

23．0

21。1

4．8

1591

33。0

5．8

6．7

卵 ．径

抱卵数
＼（鷺n，）

（粒）1度数＼

［28，6681

137793

69，759

　3176

53，437

99198

112，509

147405

37等359

337749

69，623

25816

23，423

魁？η 鼎｝Al蜴η

2　　3 4
鵬7π
5

一肌F肌

6
？πη

7

6

3

のむハ

8

46

21

？ア轟一鵬

9

79

38

上表の続き

個体　漁，　場

J
K
I

B

G

C

L

D

E

M
H

A

F

播磨灘
　　ゲ

　　グ

　　ケ

紀伊水道

　　〃

　　ケ

　　グ

　　ケ

外域（和歌口』D

　　ゲ

　　ケ

　　グ

月　日

7月21日

　ケ

　ケ

7月20日

7月12日

　ケ

　ゲ

7月16日

　ゲ

7月ワ日

　ケ

　ケ

　ケ

　　　　　卵．
η藷m一？珈ηr？7再沸規腕

10目II213　　　」凹

径

I

I

2

59

1

9

41

1

2

3

61

　1

！8

m副，，むη喜

14

15

8

37

7

9

81

21

74

42

41

28

44

43

5

23

II

I8

4

！5

η轟η

16

411

　1

39i

7

2
　1

＿l

lI

　I

IO、

『「

17

4

1

12

3

4

3

1

46

29

1ヲ刎幽1野12劉2㍗η

4

2

26

33

一1

6

40

12

6

12

5

15

6

3

5

2劉2野

2

1η轟η丑I　m規

24　25

一74一



正 誤 表

頁

9

13

i8

22

23

24

グ

ケ

〃

〃

〃

25

ケ

〃

〃

〃

26

グ

〃

グ

〃

33

〃

34

35

37

39

41

ケ

〃

50

f／

54
グ

61

〃

70

行

・Table6陶暴
下4ン6

Fig9の説明
摘要14上［

上20。、

上・3

上i6

上17

上18，21，23

上19

上20

上22

上18

下凶

下8

〃

下7

上14’

上19

上20

下21

下目

上7

下l

Ll2

（注意※一2）

第1・2図

上3

上6

〃

上12

上16－

下6

調
饗
参考文献

誤

D
m説Rre’』防

與すぎ1

、違反鐙
一
季
鰯 的

甘・utゆ、

∫ordaR駕Th・mps・n、

Tem斑輿ck　et　SehlegRI

Richardson

耳16己h

Forska正』

Houttuyn

IG鱒e～、Tも・mp瓢
BIRchl

Richardsつn

Temロ。、i．nck、et　Sc紅lgge1

，』Tgm卯貢cketSch1色ge1

遮・／▽群

香川県の桝網

Forskal

Te再皿舜尋ck　et　Schlegel

S　tumbil
記墾

然し厳密さが

西海区水研の報告

月別性別背椎骨度数分布
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』
モ ード1『σ

の50年級

高年魚も割合

形成れる

便噸主

RIR

ミッェソS餌rida　elogataについて

漁獲尾数（第一表）

麦那東海黄海の底曳網漁業と
其資料
　　一筆原晃

正

0

揃ature

異にする
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季節酌
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香坦県の桝網菅
菅田中小治郎，1952，昭和26年度東讃・

海区春桝網タイ漁況の変動原因調葦報
告，香川県水産試験場事業報告
　　　の（晦ska1）

　（Te皿mincketSchlegel〉

S一．　tu由bil

記婁・

然し更に厳密さが、

西海区水研，以西底魚資源調査報告，
Ig51．

月別性別背椎骨数度数分布

Saurida　hndosqua痴is

モードげσ

の’50年級

高年魚の割合も

形成される’

、便宜上

R！R7
　ミツエソ　Saurida・elongata
　曳Temm至ck　et　Schlege1）

漁獲尾数（第一表40頁参照）

：支那東海黄海の底曳網漁業と
其資源

　　一笠原昊



みP

頁

75

ケ

〃

76

78

伊

79

〃

グ

ケ

81

82

ケ

ケ

4

83

85

ケ

ツ

ケ

〃

〃

86

〃

ケ

87

グ

ク

88

ケ
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Table　I2説明

Table　l3最右行

誤

　　ノペ
Scia　enidae

N蓋bea　aYgeRta　　a

　　　　　　〈r産卵群について

意味ずけ

1952－1月
　！951－6月

20謝も少さく分解した成分では，
　これほ更に　合月におい

Ei重5P　〈『
．『蓼麹に

〆
r
咳
果 の巾がみられるのとナ

　ム　　　　　　　　　　パ

遡臥鵡
反影

・福瞬墜，

ぢ1詞．8レ

磯～世L）3

’識貯範囲砺加る塑と’F’
皮影

．擁灘取上げたもの學r、

’鎌鱒巴鞭
　』諺予想貫れ垂発生後は…

．蒸譲雛　一

・麟讐灘警の検出吻
　∫・平均漁獲　数…

　　　　　ハ　妙くとも（Figi）にかがげた｝

a）月，。海区

、櫓群諺均遜が…

、局海区・

背鰭軟条数の一平均値

平均値ヵ曳25．5以＿L

未々の肇　．

季鰍、l　l
　！欄外）

　・体重による…

　（シ・グチr951年級’5ピ年1月）

竺る三と（Tablel2）

性比

γ

正

　Sciaenidae

　Nibea　argentata
　　　　　　　噌　　　

、　．

　産卵i群に影いて

　意昧づけ

　1952－3月・

　195i－l　l月

　20nm少ざくL分解した成碕では’

こ魂轄II・⊥脈紳
，Eig5

冬弊…．

　匹に変動巾力珂成みられるのζ，
　　びず　い　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　

判断し癒。

　反映

　個体遜き
βh？・ラ，工

GW！（Tみ）3

　可邸噂囲堕翻のとr
反墜　　、・

、r舞こ鞭上げ届鱒
7多様怪隼罵満度

　と予想登．れ発生後は…

，鷺篶誰包は．．．

　トル、

　平均漁獲尾数
　　　　一　トル

　「月海区」
、．魚群の均貿墜力｛…

　需海区」、

　背鰭軟条数の平均値

．平均値潜25、5以下

　夫々季

季節ド4和
｛轟翻月・騨6・7月は｝

　．・体長による…

　（沖グテ隔鞭’警明）
一作るとITablel2）

　涯「比
　9（％）

　　45
　　48
　　56
　　56
　　55
　　60
　　62
　’52

2 ≧
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表題

上2
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下7

上5

上19・
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鋤図体長目盛
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（題目）
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下5

2・2①2図

下4

下3

図

上25

下8

下3
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誤

…はじめに資料は…

最少限度21．凶

　一訂能精　も考えら

　　　　ハ形質の変異は

形質の変質の…

Nibをanibe士emmin6ketSch翌egel

　　　I952一し月・
　　　一；大阪鐙』

R＝0．3277十〇．014851、

平均をとると，　1で3．2mm

大体分離しているoるものと思われる

　（G。W／（T．L）3

360，　480，　400

　G．W　　　＿50．1　（TL）3

　G・W＝4．o
　（T・L）3

ロ相当数

郷繭の底曳纈業と其鞭

丁．＆S。

　ケ
尾鰭基部
長サ（f㎡）

最終輪（Vmax）

聖
マダイのSaock
I　OO♪　200，　200

15）満4才）

　（Forska1）

をm群とし，両群

　（雌雄が逆）

50～100％

7月になってだけが
聾（体長・体重の図の卵数の単笹はrO万）

その混合等に

9月12日，第四綱大阪湾…

Fig3イ末ダイの体長組成の分解

（Fig3）

…範囲が拡いためか…

・∴30～40mmに及び…

・・多いが・＿体長が100mmに…，

正

・・はじめの二資料は…

最少限度25．1～

一可能性からも考えら

形質は

形質の変異の…

Nibeanibe　（JordanetT血ompson）
　雄　1952－i月
　　　大阪湾
　雌
R＝1』1035十〇、297L

r星で3．2mm

大体分離しているものと思われる

G．w／（T、L）3×【06

360　　380　　400
　，　＿》

　G．W　　　　×106＝0．1
（T．互、）3

　G。W　　　　×106ロ4。0
〈T・L）輩，

I　l月に相当数

支那東海黄海の底曳網漁業≧其資源

（Temminck　eセScむlgel）

　　　　ケ
尾鰭叉部’（Fork　length）

長サ（rm）

最終輪（mfax）

Il．3　　　　　　　　　。

マダイのStock
’100，　2QO，　300

15（満4才）

　　　の　（Forskal）

をm群とし塗堕＝L月d堕）の両群

50－60％

7月になって雌だけが

その混合に

9月12日第四網2＿零阪湾1・・

Fig三
（Fig4）
…範囲が広いためか…

30～40mmに及ぶ…
・・多いが，屡次体長が100mmに撃

3




